





ることが多いのは､ ｢紅｣ の音が ｢洪 (大き
い､ の意)｣ と同じであることによる､ との





から､ 唐・段公路の 『北戸録』 に､ 紅蝙蝠が
出てきて､ ほれ薬のように書かれている､ と
の御教示を得た｡ そこで確認したところ､ 巻
一 ｢紅蝙蝠｣ に､ 以下のようにあった｡



































































































































詞 (主語) の隣りにきます｡ さらに､ 動詞の場合､
自動詞､ 他動詞に分かれます｡ その動詞の後に来


























































さい｡ また､ LLニュース№36 (豊橋語学教育研
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いて和訳して下さい｡ これは､ Somerset Maugham
(英国の劇作家) の A Writer’s Notebookからの文
章です｡ 少し内容が難解な英文ではありますが､
英文をみる目を養う練習になります｡
Our conduct towards our fellow-men is
determined by the principle of self-
preservation. The individual acts towards his
fellows in such and such a manner so as to
obtain advantages which otherwise he could
not get or to avoid evils which they might
inflict upon him. He has no debt towards
society; he acts in a certain way to receive
benefits, society accepts his useful action and
pays for it. Society rewards him for the good
he does it and punishes him for the harm.
語研ニュース読者の学生さん中でこの和訳の添削
を希望される方は､ 筆者のところまで持ってきて
下さい｡ 個人添削します｡
ロンドンは､ ミュージカルの街
『キャッツ』､ 『オペラ座の怪人』､ 『マンマ・ミー
ア』､ 『レ・ミゼラブル』｡ ミュージカルに興味が
ない人でも､ これら作品タイトルのうち､ １つか
２つのタイトルくらいは聞いたことがあるだろう｡
これらのミュージカルには共通点がある｡ それは､
これらはすべてロンドン産であるということ｡
ミュージカルの街というと､ ニューヨーク (＝
ブロードウェイ) を思い浮かべる人がほとんどで
はないだろうか｡ しかし､ イギリスはロンドンの
ウエスト・エンドでもたくさんのミュージカルが
製作､ 上演されており､ ウエスト・エンドの劇場
は､ 地元の演劇､ ミュージカル・ファンばかりで
はなく､ 世界中のミュージカル・ファン､ そして
ロンドンを訪れる観光客でいつも賑わっている｡
ウエスト・エンドで上演される演劇は､ 台詞だけ
の劇＝ストレート・プレイのみならず､ ミュージ
カルにおいてもかなりハイ・クオリティのものが
上演されている｡ それもそのはず､ イギリスはシェ
イクスピアを生んだ国｡ もともと演劇への感度が
高いのである｡
このエッセイは､ ミュージカル好きの筆者が､
ミュージカル好きになった理由と､ 昨夏ロンドン
で観た世界で最も長く上演され続けているミュー
ジカル 『レ・ミゼラブル』 の感想を綴ったもので
ある｡
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ロンドンで世界一のミュー
ジカル 『レ・ミゼラブル』
を楽しむ
経営学部
太田 幸治
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